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ASPICクラウドフォーラム2014 
 

業界特化型クラウド 
（自治体・教育分野） 

２０１4年9月17日 
株式会社 エヌ・ティ・ティ・データ 

公共システム事業本部 ｅ－コミュニティ事業部  
吉田 英敬  

自治体クラウドの新展開 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご紹介にあずかりましたＮＴＴデータの吉田です。


本セッションでは、自治体向け共同利用型ＩａａＳクラウドの活用
ということで、自治体様におけるクラウド活用事例や方向性とあわせて、弊社サービスについてご紹介させていただきたいと思います
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時間は細切れに 

 

 

自治体におけるクラウド活用の障壁 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
普段は、自治体様に仮想化やクラウドをご提案・コンサルティングをさせていただいているのですが
活用がなかなか進まない

予算、費用総額の確保、サービス型
ハードウェアを統合するときの各課予算の振り分け

iDCの利用ができていないところは、そこから
庁内の個人情報保護審議会
法律について、戸籍の情報を外だしできない

アプリケーションベンダの対応
クラウド上に新規にアプリケーションを構築する
クラウド上のサービスを利用できるケース以外の対応が多い
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自治体は、クラウドのどのようなメリットを享受 
できるのか？ 

自治体がクラウドを活用する上で配慮しなくては
いけないことは何か？ 

自治体にとって使いやすいクラウドとは、 
どのようなサービスなのか？ 

「自治体」 × 「クラウド」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった経緯もあり、ＮＴＴデータ　が今、自治体様向けにどのようなクラウドサービスを提供したらよいか、検討を進めました。
観点としては、


の３つです。
このような問いに答えるクラウドサービスとはどのようなものか、その検討内容についてご説明していきたいと思います。
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「自治体」 × 「クラウド」 へのアプローチ 

自治体は、クラウドのどのようなメリットを享受 
できるのか？ 

• 可用性の向上、コスト削減（まずはIaaSから） 

• ICT-BCPの実現 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは可用性の向上、コスト削減といった、ハードウェアリソースやシステム基盤の共同利用によって得られるメリットから始められるとよいと思います。
一方で、業務アプリケーションそのもの・・・
もう一つは、ハイブリッドクラウドの活用によるＩＣＴ－ＢＣＰの実現です、詳しくは紹介できませんでしたが、システムの仮想化による標準化を
すすめることと標準仕様に対応したクラウドをハイブリッドで使うことによる、ＩＣＴ－ＢＣＰのメリットを享受されるのがよいと思います



5 Copyright © 2013 NTT DATA Corporation 

• 自治体専用であれば、導入の敷居は低い 

• 「機会の平等性」と「公平性」を担保 

「自治体」 × 「クラウド」 へのアプローチ 

自治体がクラウドを活用する上で配慮しなくては
いけないことは何か？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二つ目は、

自治体専用である必要はないが、その方が導入の敷居は低い
もう一つ、特定の事業者だけが参入できるベンダロックな環境では、クラウドのメリットが享受できません
機会の平等性と公平性を担保することが大事かと考えます。
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「自治体」 × 「クラウド」 へのアプローチ 

自治体にとって使いやすいクラウドとは、 
どのようなサービスなのか？ 

• マルチベンダを前提とした高い汎用性（業務アプリ

ケーションを搭載しやすいクラウド） 

• 自治体業務アプリケーションの利用を前提とした

共通機能（共通基盤） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、

ＩａａＳを前提としていますが、マルチベンダを前提とした高い汎用性を持つこと

もう一つは、自治体業務アプリケーションの利用を前提とした共通機能が準備されていること
手っ取り早いところでは運用特にバックアップなどの共通化はすすめやすいといえ、今後、番号制度の行方次第では、さまざまな共通機能を備えていく必要があると考えます



7 Copyright © 2013 NTT DATA Corporation 

ＮＴＴデータの考えた３つのキーワード 

ＩａａＳ 

自治体共同利用 

マルチベンダ対応 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、弊社が考えた３つのキーワードです

一つ目はＩａａＳ
二つ目は共同利用（自治体専用）
三つめはマルチベンダ対応

です。
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自治体共同利用型ＩａａSクラウドサービスの 
ご紹介 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、弊社のサービスについてご紹介させてください
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サービス概要 

• 業務アプリケーションの導入において必要となる 

クラウドリソース（システム仮想化環境）を提供 

•  マルチベンダ環境でのシステム仮想化（クラウド

化）を前提とした、十分な実績を持つ設計思想に

基いたクラウドリソース・共通基盤機能を提供 

• エンドユーザを、自治体（公共団体）様に限定 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先で整理した、今自治体様のクラウドにおいて、一番利用の敷居が低く費用対効果が高いものという観点で始めたサービスです。

サービスとしては、

・・・
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サービスイメージ図 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
イメージ図としては、この絵のようにシンプルで、技術的に最先端のものというよりは、ある程度枯れていて利用しやすいクラウド技術を採用しています。
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自治体共同利用型ＩａａSクラウドの新段階 

• 自治体様が共同利用する場としてだけではなく、

システムPKGベンダ様が、自治体様向けにSaaSを

実現するための場としても活用が可能。 
自治体向けシステムを提供するPKGベンダに

ＩａａＳ領域を利用いただくことで、ＳａａＳサービスの提供が可能に
ＰＫＧベンダ様

ＳａａＳ
サービス利用料

自治体向けシステムを
共同利用IaaSに搭載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先で整理した、今自治体様のクラウドにおいて、一番利用の敷居が低く費用対効果が高いものという観点で始めたサービスです。

サービスとしては、

・・・
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クラウド適用診断サービスのご紹介 
（自治体情報システムへの適用） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、弊社のサービスについてご紹介させてください
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クラウド適用診断の新段階 

• クラウド適用診断の新段階として、自治体情報シ

ステムのクラウド適用診断手法について、ご紹介

いたします。 

クラウドを適用した最適なシステム構成 
 
実現した場合のコスト削減効果 
 
クラウド化ポリシーの策定 

期待効果 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先で整理した、今自治体様のクラウドにおいて、一番利用の敷居が低く費用対効果が高いものという観点で始めたサービスです。

サービスとしては、

・・・
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クラウド適用診断サービスとは 

・クラウドを適用した最適なシステム構成のあり方を提示 

・実現した場合のコスト削減効果を算出 

クラウド技術ありきで検討するのではなく、ベンダーフリーという立場から、クラウドが向いているもの、
オンプレミスが向いているもの等を仕訳しながら、最適なシステム構成を検討。 

分類 システム コスト削減効果 定性効果

販売管理システム オンプレミス オンプレミス

営業支援システム オンプレミス パブリッククラウド SaaS 2,000万円

顧客管理システム オンプレミス オンプレミス

在庫管理システム オンプレミス オンプレミス

配送システム オンプレミス オンプレミス

会計システム オンプレミス

財務システム オンプレミス

旅費計算システム オンプレミス
プライベートクラウ
ド

Paas/IaaS 1,500万円

グループウェア パブリッククラウド Paas/IaaS パブリッククラウド SaaS 1,500万円

掲示板 オンプレミス

Webサイト オンプレミス

コールセンターシステム オンプレミス

人事給与システム オンプレミス パブリッククラウド Paas/IaaS 1,500万円

月報システム オンプレミス
プライベートクラウ
ド

Paas/IaaS 1,500万円

次期

プライベートクラウ
ド

Paas/IaaS 4,000万円
財務部の運用管理負
荷軽減。

情報システム部

広報部

人事部

現状

パブリッククラウド Paas/IaaS

広報部の運用管理負
荷軽減。
情報システム部門に
管理を集約

6,000万円

人事部の運用管理負
荷軽減。
セキュリティレベル向
上

営業部

物流部

財務部

診断手法

利用開始年度

初期導入費

維持費（年間）

3 当該システムの利用は、年に決められた期間が中心である（例：年度末） 3 当該システムの対象業務は、業界・業種に寄らず標準的な業務である

2 当該システムの利用は、毎月に決められた期間が中心である（例：月末、月初） 2 当該システムの対象業務は、特定業界においては標準的な業務である

0 当該システムの利用は、ほぼ１年中、頻度が変わらない 1 当該システムの対象業務は、自社のグループ企業においては標準的な業務である

3 当該システムの利用者は、限定された人である 0 当該システムの対象業務は、自社内しか存在しない独自の業務である

2 当該システムの利用者は、特定の部門が中心である 3 自社の基幹業務ではない

0 当該システムの利用者は、全社員を対象としている 1 自社の基幹業務ではないものの、部門内における中心業務である

3 当該システムと直接連携しているシステムは無い 0 自社の競争力に資する業務である／自社の基幹業務である

1 当該システムと連携するシステムは1～2システムである（限定的である） 3 当該システムのアプリケーション分野には、ITベンダーがASP・SaaSサービスを提供している

0 当該システムと連携するシステムは非常に多い 1 当該システムのアプリケーション分野には、多くのITベンダーがパッケージソフトを提供している

2 連携しているシステムが無い／連携先システムとの情報のやり取りは月に1回程度である 0 当該システムのアプリケーション分野には、あまりパッケージソフトが提供されていない

1 連携先システムとの情報のやり取りは毎週１回程度である 3 アプリケーションに対してカスタマイズをほとんど行っていない

0 リアルタイム若しくは毎日、連携先システムとの情報をやり取りしている 1 アプリケーションに対してカスタマイズを部分的に行っている

2 オープンシステム・汎用的な製品を利用して、システムを構築している 0 アプリケーションに多くのカスタマイズをしている／アプリケーションを独自開発している

1 メインフレーム・独自製品を利用しているが、クラウド対応製品や代替製品が存在する

0 メインフレーム・独自製品を利用している

2 個別オペレーションはほとんど無い

1 個別オペレーションは存在するが、外部に委託することができる

0 外部に委託し難い、社員による入力作業等のオペレーションが存在する クラウド活用の類型 クラウド活用診断（簡易診断）

2 システム導入時と比べてデータ量が大きく増加している／拡張性を重視した構成としている

1 システム導入時と比べてデータ量は多少増加しているが、システム構成を変えるほどではない

0 システム導入時と比べてデータ量にほとんど変化がない

2 インターネット回線を利用したアクセスでも問題ないと思う

1 WAN回線を利用したアクセスでも問題ないと思う

0 当該システムはLAN内で無ければ利用できないと思う

2 ネットワークによる遅延が許容できないシステムである

1 時間帯によっては、多少のネットワーク遅延が発生しても問題ないシステムである

0 ネットワークによる遅延が発生しても影響が小さいシステムである

2 次期更改時には開発期間の短縮が必須である

1 可能であれば従来よりも開発期間を短くしたい

0 開発期間の短縮は求められていない

2 当該システムに対して、課内に体制は整備されておらず、ほぼ1人が管理している

1 当該システムに対して、課内で体制が整備されている

0
当該システムに対して、課内で体制が整備されているだけでなく、ITベンダーにも一部管理を委
託している

2
現在よりも信頼性・バックアップ体制を強化し、管理体制まで見直したい
／一般的な信頼性レベルで問題ないため外部でのシステム運用は問題ない

1
現在よりも信頼性・バックアップ対策を強化したい
／信頼性に関して一定の条件をクリアすれば外部でシステム運用しても問題ない

0
特に信頼性・バックアップ対策を強化する予定は無い
／高信頼性が求められるため、自社運用が必須であり外部で運用できない

2
現在のセキュリティ対策に不安がある
／外部でデータを管理しても問題ない

1
現在のセキュリティ対策に一部不安がある
／一定の条件をクリアすれば外部でデータを管理しても問題ない

0
求められるレベルのセキュリティ対策は整備出来ている
／機密情報があり外部に出せない

社内で管理するサーバ上にPaaS・
IaaSサービスを提供させ、その上に
自社で利用するアプリケーションを載
せてシステムを利用する。

非
ク
ラ
ウ
ド

オ
ン
プ
レ

ミ
ス

従来の一般的なシステムの形態（非
クラウド）。
各システムを個別に開発し、社内で
ハードウェアからアプリケーションま
で管理する。

2

8

0

2
当該システムを運用・管理する体制
は充足しているか？

シ
ス
テ
ム
開
発
・
管
理
特
性

パ
ブ
リ

ッ
ク

S
a
a
S

パ
ブ
リ

ッ
ク

P
a
a
S

I
a
a
S

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

P
a
a
S

I
a
a
S

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

ネットワーク遅延は許容できるか？

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

連
携
頻
度

2

0

SAMPLE

システム概要

当該システムに求められるレベルの
信頼性確保が出来ているか？
また、当該システムにはどれくらいの
信頼性が求められるか？

当該システムの対象業務は、自社の
ビジネスにおいて、どれくらい重要な
ものか？

当該システムで利用するアプリケー
ションは市場でどのように提供されて
いるものか？

当該システムのアプリケーションは、
どれくらい共通性の高いものか？
パッケージを利用している場合はど
れくらいのカスタマイズをしているの
か？

当該システムと連携しているシステ
ムは、どれくらいの数か？

当該システムと連携しているシステ
ムに対して、どれくらいの頻度で連携
処理を実施しているか？

当該システムの利用量は、利用開始
時と比べて、どれくらい増加している
か？

利
用
特
性

当該システムに求められるレベルの
セキュリティ対策が出来ているか？
また、当該システムで管理している
情報は外部に出すことが可能か？

1

1

活用診断（一次スクリーニング）

2

5

共
通
性

ア
プ
リ
ケ
ー

シ

ョ
ン
特
性

当該システムに対してインターネット
やWANを通じてのアクセスが可能
か？

質問／チェック項目 回答／合計 質問／チェック項目

当該システムの対象業務は、どれく
らい標準的なものか？

システム・マネジメント特性

3

利
用
頻
度

記入年月日

部／課

システム名

区分／項目

1

標
準
性

区分／項目

デ
ー

タ
拡
張
度

業務・アプリケーション特性

結
合
性

連
携

シ
ス
テ
ム
数

2

回答／合計

6

ベンダーが提供するPaaS・IaaSサー
ビス上に、自社で利用するアプリ
ケーションを載せてシステムを利用
する。

クラウド活用診断チェックシート

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

信
頼
性

2

2

重
要
度

業
務
種
類

体
制
充
足
度

利
用
ユ
ー

ザ

3

オ
ペ
レ
ー

シ

ョ

ン
当該システムには職員によるバッチ
や入力作業の個別オペレーションが
必要か？

ベンダー企業が広く一般に提供して
いるASP・SaaSサービスを利用する。

市
場
性

0

0

技
術
要
素

現在のシステム環境
（HW/OS/PP/APP言語、ネットワー
クプロトコル）は何か？

2

シ
ス
テ
ム
環
境
特
性

6 20

開
発
期
間

当該システムの更改時には、従来よ
りも開発期間の短縮が求められてい
るか？

2

当該システムの利用時期・利用タイミ
ングに偏りはあるか？

当該システムは、どれくらいの利用
ユーザを対象にしているものか？

3

0

0

6

12

0 17 34
システム特性

業
務
特
性

【メモ】

パブリッククラウド
SaaS型

プライベートクラウ
ド

PaaS・IaaS型
オンプレミス

パブリッククラウド
PaaS・IaaS型

チェックシート

＋

ヒアリング

診断結果

次期システムの方向性

＋

コスト削減効果（試算）

各システムの

診断レポート
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クラウド適用診断の考え方 

・システム毎に「業務特性」と「システム・マネジメント特
性」の２軸で評価 

パブリック

クラウド

SaaS型

特殊な業務

標準的な業務

単体／利用は偏向

管理課題大きい

結合／利用は平準

管理課題少ない

プライベート

クラウド

PaaS・IaaS型

パブリック

クラウド

PaaS・IaaS型

オンプレミス

ベンダー企業が広く一般に提供
しているASP・SaaSサービスを
利用するもの

ベンダーが提供するPaaS・IaaS
サービス上に、各システム独自
のアプリケーションを載せて、
サービスを提供する状態

社内で管理するサーバ上で
PaaS・IaaSサービスを提供させ、
その上に各システム独自のアプ
リケーションを載せる形態

各システムを個別に構築し、社
内で管理する形態。従来の一
般的なシステムの形態。

システム・マネジメント特性

業
務
特
性

システム及び業務の特性と適切なクラウドの類型

クラウド化に適しているものは、その形態（パブリック/プライベート、SaaS/PaaS/IaaS）も導き出す 
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システム・マネジメント特性 

業
務
特
性
 

オンプレ 
ミス 

プライベー
トクラウド 
PaaS・
IaaS型 

パブリック
クラウド 
SaaS型 

パブリック
クラウド 
PaaS・
IaaS型 

アウトプットイメージ① 

クラウド適用可能性の全体評価結果 

2011/9/27 利用開始年度

初期導入費

維持費（年間）

3 当該システムの利用は、年に決められた期間が中心である（例：年度末） 3 当該システムの対象業務は、業界・業種に寄らず標準的な業務である

1 当該システムの利用は、毎月に決められた期間が中心である（例：月末、月初） 2 当該システムの対象業務は、特定業界においては標準的な業務である

0 当該システムの利用は、ほぼ１年中、頻度が変わらない 1 当該システムの対象業務は、自社のグループ企業においては標準的な業務である

3 当該システムの利用者は、限定された人である 0 当該システムの対象業務は、自社内しか存在しない独自の業務である

1 当該システムの利用者は、特定の部門が中心である 3 自社の基幹業務ではない

0 当該システムの利用者は、全社員を対象としている 1 自社の基幹業務ではないものの、部門内における中心業務である

3 当該システムと直接連携しているシステムは無い 0 自社の競争力に資する業務である／自社の基幹業務である

1 当該システムと連携するシステムは1～2システムである（限定的である） 3 当該システムのアプリケーション分野には、ITベンダーがASP・SaaSサービスを提供している

0 当該システムと連携するシステムは非常に多い 1 当該システムのアプリケーション分野には、多くのITベンダーがパッケージソフトを提供している

2 連携しているシステムが無い／連携先システムとの情報のやり取りは月に1回程度である 0 当該システムのアプリケーション分野には、あまりパッケージソフトが提供されていない

1 連携先システムとの情報のやり取りは毎週１回程度である 3 アプリケーションに対してカスタマイズをほとんど行っていない

0 リアルタイム若しくは毎日、連携先システムとの情報をやり取りしている 1 アプリケーションに対してカスタマイズを部分的に行っている

2 オープンシステム・汎用的な製品を利用して、システムを構築している 0 アプリケーションに多くのカスタマイズをしている／アプリケーションを独自開発している

1 メインフレーム・独自製品を利用しているが、クラウド対応製品や代替製品が存在する

0 メインフレーム・独自製品を利用している

2 個別オペレーションはほとんど無い

1 個別オペレーションは存在するが、外部に委託することができる

0 外部に委託し難い、社員による入力作業等のオペレーションが存在する

2 システム導入時と比べてデータ量が大きく増加している／拡張性を重視した構成としている

1 システム導入時と比べてデータ量は多少増加しているが、システム構成を変えるほどではない

0 システム導入時と比べてデータ量にほとんど変化がない

2 インターネット回線を利用したアクセスでも問題ないと思う

1 WAN回線を利用したアクセスでも問題ないと思う

0 当該システムはLAN内で無ければ利用できないと思う

2 ネットワークによる遅延が発生しても影響が小さいシステムである

1 時間帯によっては、多少のネットワーク遅延が発生しても問題ないシステムである

0 ネットワークによる遅延が許容できないシステムである

2 次期更改時には開発期間の短縮が必須である

1 可能であれば従来よりも開発期間を短くしたい

0 開発期間の短縮は求められていない

2 当該システムに対して、課内に体制は整備されておらず、ほぼ1人が管理している

1 当該システムに対して、課内で体制が整備されている

0
当該システムに対して、課内で体制が整備されているだけでなく、ITベンダーにも一部管理を委託してい

る

3
現在よりも信頼性・バックアップ体制を強化し、管理体制まで見直したい

／一般的な信頼性レベルで問題ないため外部でのシステム運用は問題ない

2
現在よりも信頼性・バックアップ対策を強化したい

／信頼性に関して一定の条件をクリアすれば外部でシステム運用しても問題ない

1 特に信頼性・バックアップ対策を強化する予定は無い

0 高信頼性が求められるため、自社運用が必須であり外部で運用できない

3
現在のセキュリティ対策に不安がある

／外部でデータを管理しても問題ない

2
現在のセキュリティ対策に一部不安がある

／一定の条件をクリアすれば外部でデータを管理しても問題ない

1 求められるレベルのセキュリティ対策は整備出来ている

0 機密情報があり外部に出せない Copyright© 2011 NTT Data CORPORATION


当該システムに求められるレベルの信

頼性確保が出来ているか？

また、当該システムにはどれくらいの信

頼性が求められるか？

1

セ

キ

ュ
リ

テ

ィ

当該システムに求められるレベルのセ

キュリティ対策が出来ているか？

また、当該システムで管理している情報

は外部に出すことが可能か？

1

1

シ

ス

テ

ム

開

発

・

管

理

特

性

開

発

期

間

当該システムの更改時には、従来より

も開発期間の短縮が求められている

か？

1

4

体

制

充

足

度

当該システムを運用・管理する体制は

充足しているか？
1

信

頼

性

1

ト

ラ

フ

ィ

ッ
ク

当該システムに対してインターネットや

WANを通じてのアクセスが可能か？

シ

ス

テ

ム

環

境

特

性

技

術

要

素

現在のシステム環境（HW/OS/PP/APP

言語、ネットワークプロトコル）は何か？
2

1

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

ネットワーク遅延は許容できるか？

1

16

業

務

種

類

診断結果イメージ

7

オ

ペ

レ
ー

シ

ョ

ン

当該システムには職員によるバッチや

入力作業の個別オペレーションが必要

か？

2

デ
ー

タ

拡

張

度

当該システムの利用量は、利用開始時

と比べて、どれくらい増加しているか？

ア

プ

リ

ケ
ー

シ

ョ
ン

特

性

市

場

性

当該システムで利用するアプリケーショ

ンは市場でどのように提供されているも

のか？

1

2
連

携

頻

度

当該システムと連携しているシステムに

対して、どれくらいの頻度で連携処理を

実施しているか？

2

共

通

性

当該システムのアプリケーションは、ど

れくらい共通性の高いものか？パッ

ケージを利用している場合はどれくらい

のカスタマイズをしているのか？

標

準

性

当該システムの対象業務は、どれくらい

標準的なものか？
2

3

1

結

合

性

連

携

シ

ス

テ

ム

数

当該システムと連携しているシステム

は、どれくらいの数か？
1

3

5

利

用

ユ
ー

ザ

当該システムは、どれくらいの利用ユー

ザを対象にしているものか？
1

重

要

度

当該システムの対象業務は、自社のビ

ジネスにおいて、どれくらい重要なもの

か？

利

用

頻

度

当該システムの利用時期・利用タイミン

グに偏りはあるか？
1

2

システム・マネジメント特性 業務・アプリケーション特性

区分／項目 質問／チェック項目 回答／合計 区分／項目 質問／チェック項目 回答／合計

利

用

特

性

クラウド適用診断チェックシート

記入年月日 システム概要

部／課

システム名 勘定系　－　予実管理・総勘定元帳作成

業
務
特
性

システム特性

パブリッククラウド

SaaS型

プライベートクラウド

PaaS・IaaS型
オンプレミス

パブリッククラウド

PaaS・IaaS型

高

低

高低

【メモ】

システムの実体はSAP。

特性・現状把握 

貴行所有のサーバ群を20のシステムグループ分
け、当社のクラウド適用診断チェックシートにシ
ステム特性・業務特性を記入頂いた。 

チェックシートの記入内容から定量的に評価し
た結果をもとに、不明点を確認させて頂くととも
に、より詳細な情報をヒアリングさせて頂いた 

評価結果 

定
量
的
把
握
 

定
性
的
把
握
 

0 
31 15.5 

0 

6 

12 

システム・マネジメント特性 

業
務
特
性
 

オンプレミス 
プライベート 
クラウド 

PaaS・IaaS型 

パブリック 
クラウド 
SaaS型 

パブリック 
クラウド 

PaaS・IaaS型 
顧客情報管理 

予実管理・ 
総勘定元帳作成 

インバン・テレバン 

対外接続 
（国内系・国際系） 

個人営業系システム 

経営企画系システム 

SASシステム 

＠＠データ
ベース 

情報系ホスト機 

市場国際フロント 
市場国際バック 

市場リスク管理系 

グループウェア等 HP会員情報等 

連携システム 

インフラ系 デスクトップ環境 

ASPサービス 

ASP内部サーバ 
PKGシステム 

独自開発システム 

法人営業系システム 
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既存システム構成の

まま更改する場合

クラウド化する場合

①LAN／電子起案 ②人事／スタッフナビゲーター ③帳票管理

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

既存システム構成の

まま更改する場合

クラウド化する場合

①LAN／電子起案 ②人事／スタッフナビゲーター ③帳票管理

アウトプットイメージ② 

コストシミュレーション結果 

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト 

（
5
年
間
） 

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト 

Ａシステム 
（●百万円） 

Ａシステム 
（●百万円） 

Ａシステム 
（●百万円） 

Ｃシステム 
（●百万円） 

Ａシステム 
（●百万円） 

Ｃシステム 
（●百万円） 

Ｃシステム 
（●百万円） 

Ｂシステム 
（●百万円） 

イニシャルコスト及びランニングコストの内訳（全体） 

Ｂシステム 
（●百万円） 

Ｂシステム 
（●百万円） 

合計：●●百万円 

合計：●百万円 

●●百万円 
削減 

合計：●●百万円 

合計：●百万円 

●百万円 
削減 

単位：百万円 

Ｂシステム 
（●百万円） 

Ｃシステム 
（●百万円） 

Ａシステム Ｂシステム Ｃシステム 

Ａシステム Ｂシステム Ｃシステム 
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自治体における診断結果 

・自治体様において、４システムを対象に診断を実施 

戸籍情報システム

例規システム

住民記録系システム

クラウド適用診断結果

障害福祉サービス
費請求内容チェックシステム

庁内 庁外

アプリ
単独利用

アプリ
共同利用

住民記録系システムや戸
籍情報システムといった
基幹系システムはプライ
ベートクラウドが適する 
 
例規システム等の非基
幹系システムはSaaSが
適する 

評価結果 
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診断結果の応用（クラウド化ポリシーの策定） 

・網羅的な診断が困難な場合は、診断結果からクラウド
化ポリシーの策定が可能 

方針①
他の自治体や民間企業と
業務内容が類似しており、
信頼性や安全性の要件が
緩和できるシステムについては
可能な限り自治体クラウドの利用や
民間のASP、SaaSを利用する

方針③
信頼性や安全性の面から、
他の自治体や民間企業と
共同利用が困難なシステムについては、
可能な限り仮想化する。

庁内に残すシステムは
仮想化や共同利用が困難な
システムのみに限定する

方針②
業務や機能要件は
自治体ごとに独自だが、
信頼性・安全性の要件が
それほど厳しくない場合は
外部のインフラ基盤
（AWSやMS Azure等を想定）
の利用を視野に入れる

クラウド化ポリシー例 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上、ご清聴どうもありがとうございました。

ぜひ、アンケートへのご協力をお願いします。また、サービスの詳細についてお聞きになりたいなどございましたら、ブースもしくはパンフレットに書かれている連絡先までお知らせください。

どうもありがとうございました。
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